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クローラ型スピードスプレーヤの正しい使い方

快 適 作 業 の お 役 立 ち

安 全
読 本

1 エンジンを始動して異常な騒音や振動がありませんか。

2 変速レバーは確実に操作できますか。

3
クラッチ・ブレーキレバー切りの状態で、本機が確実
に停車しますか。

4 クローラに亀裂、異常磨耗がなく、張りも適正ですか。

5
サイドクラッチレバーの動きは正常で確実に旋回でき
ますか。

6 走行中にベルトの滑る音はしませんか。

7
バッテリー液量は適正ですか。液漏れや膨張はありま
せんか。ターミナルにサビや緩みはありませんか。

8
緊急停止レバー、緊急停止スイッチは確実に作動しま
すか。

9
エンジンオイルは適正量ですか。また、汚れはありま
せんか。エアクリーナに汚れや詰まりはありませんか。

10 キャブレター部からの燃料漏れはありませんか。

日常点検項目１０ポイント（チェックリスト）
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運転中に急に振動や異音が発生した場合は直ちに作業
を中止して、点検をしてください。不明な場合は販売・
サービス店に相談してください。

坂道ではエンジン回転は低速、変速レバーを1速に入れ、坂道途中で
変速操作や急な旋回操作はしないでください、またクラッチブレーキ
レバーの急な操作は行わないでください。思わぬ事故につながります。

坂道ではスピードを抑えて
走行しましょう。11

異常な状態の時は
使用を中止してください。

使用後の清掃、保管。

使用後は清水を通して洗浄しましょう。冬期保管は凍結防
止のため水抜きを行うか凍結防止剤を使います。保管時は
クラッチブレーキレバーを切りにしてキーを抜きましょう。

運転時の注意事項。

運転時は周囲をよく確認し、障害物・挟まれの危険が
無い事を確認してください。特に後進の際は、つまづ
きによる転倒に注意してください。

散布時には散布操作や噴霧状態の確認の際にも、常に
周囲に注意してください。木や障害物への挟まれ、転
落事故の原因になります。

散布作業時、
周囲に注意しましょう。

走行路に張り出した枝を除去し道幅を1.5m以上確
保してください。路肩は草を刈り見えやすくし崩れな
ど転落の恐れがある場合は整備を行ってください。

10

高速での急旋回や坂道での旋回は転倒や思わぬ事故に
つながる恐れがあり大変危険です。急な操作はやめま
しょう。

旋回時の注意事項。12

防除走行路の
整備をしましょう。8 16

クローラ型スピードスプレーヤの正しい使い方

日常点検を点検表に従って行いましょう。特にクラッチブレーキレ
バー、緊急停止スイッチおよび緊急停止レバーは確実に作動するこ
とを確認してください。事故防止のため定期的に整備してください。

点検・整備について   。14

作業後は保護具を着替え、手洗い・洗面・うがいをし
ましょう。体調が悪い場合には医療機関を受診してく
ださい。

作業後は手洗い・うがいを
しましょう。

緊急停止スイッチ、緊急停止レバーが確実に作動する
ことを確認してください。正常に作動しない場合は、
直ちに販売・サービス店にご相談ください。

緊急停止装置（スイッチ、レバー）
の作動確認をしましょう。3

降雨時や落雷の恐れがある時。急傾斜地・軟弱地で滑
りやすい場所、走行路が整備されてない場所。夜間や
視界が悪い場合は運転しないでください。

このような状況では
運転しないでください。4

5

薬液のドリフトを防ぐために、散布作業は風のない温
度が安定している時間帯に行ってください。散布作業
中は人や動物を近づけないでください。　

薬液散布時の注意。

適切な衣類と正しい保護具を身に付け、薬液に直接触
れないでください。またヘルメット・合羽を着用して
ください。

保護具を
正しく着用しましょう。6

病気・過労・体調の悪い時や妊娠中の場合、また、お
酒や身体に影響を及ぼす薬を飲んだ時は運転をしない
でください。

こんな時は運転操作　　
しないでください。2

ご使用前に、製品に付属の取り扱い説明書をよく読ん
で十分に理解してから運転操作をしてください。

1 必ず取扱説明書を
読みましょう。

7

出かける前に行き先や時刻を伝え、万一の為に応急手
当て用の救急箱や携帯電話などの連絡手段を用意して
ください。

緊急時の事故や
怪我への備えを万全に。




